
クラウドスキルチャレンジ

参加準備について



Cloud Skills 
Challenge とは
• 元はマイクロソフト社内で行っていた、Microsoft Learn の仕
組みを利用して、チームまたは個人で学習獲得経験値を競う
オンライン学習プログラムです。

• 一定期間に多くの社員が参加し、学習意欲、スキルの向上に
つながったことから外部にも仕組みを開放することに

• 期間と開催条件を定めて実施。成績上位者には記念品も
用意（※先着順、個数に限りあり）

• この仕組みを利用し、社員の人材教育に成功している国内の
お客様も既にいます



クラウドスキルチャレンジへようこそ！

自分のペースで学習することで理

解を深め、常に最新のクラウド技

術を習得できます。

チャレンジが終わる頃には、現

場で通用するスキルを身につけ

ていることでしょう。それはご

自身のためだけでなく、組織や

今後のキャリア形成にも役立ち

ます。

友人や同僚と比較して、進捗を

チェックしたり、ベンチマークし

たりできます。一緒に学ぶことで、

学習にやる気が湧いてきます。

競いあう 学ぶ スキルを磨く



マイクロソフト
アカウントの準備

既にMSアカウント/もしくはマイクロソフ
ト365をご利用で「組織アカウント」をお
持ちの方はスキップして大丈夫です。



•MS Learnの登録 右上のサインインボタンよりサインインし
てください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/


プロファイルの確認 右上のメニューよりプロファイルを確認し
てください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/


プロファイルの確認

アカウント管理

Microsoft Learnでは、最大5つの職場(組織)ア
カウントと1つの個人用アカウントをリンク
することができます。

どちらのアカウントもお持ちの方は、後に学
習プロファイルを混同しないように、双方と
もリンクをしておく事をお勧めします。

----

後に資格試験などを行う際

• 資格認定は個人に付与される為、個人ア
カウント

• Cloud Skills Challengeは会社として参加

それぞれのアカウントでMicrosoft Learnプロファイルが存在する場合は、
どちらかのLearnプロファイルを削除する必要があります。

今までの学習進捗記録を無駄にしない為にも学習を進める前に整理して
おきましょう



クラウドスキルチャレンジに参加

担当者より配布されたクラウドスキルチャレンジのURLよりご参加ください



リーダーボードの確認

リーダーボードでは、現在の順位とチャ
レンジ終了までの時間がカウントダウン
されます。

定期的に、リーダーボードをチェックし
てランキングトップを目指しましょう！

個人戦では、各個人の獲得経験値、チー
ム戦では、チーム全体での獲得経験値の
ランキングがリーダーボードに表示され
ます。



資格試験にチャレンジしましょう

• 資格試験取得は対外的にスキルを証明できる手段でもあり、や

はり獲得する事はうれしいものです。

• ペースや勢いというものは、実際にあります。易しい試験での

合格から、より高度な試験へと自信をもって進みましょう。

• オンラインから試験を受けることができます。 (カメラ付きノー

トパソコン、マイクとスピーカーの動作が必要です。）

• 試験監督言語（日本語だと日本時間、英語も可能であれば24時

間受けられます）

• 試験監督が英語の場合でも、話しかけられて聞き取りづらい場

合は「テキストチャット」で対応する事も可能です。



資格試験のコツと合格したら

• 先に試験を予約してしまいましょう。

(受験者が非常に増加しており、オンラ

インでも予約が2週間先になっていま

す。）

• 試験を2回受ける。問題に慣れるのも大

事な試験対策です。受かればラッキー

♪と思って、一度試験問題を読みに行

き、その後再度不足分を学んで試験を

受けるのも一つの策です。

• 成果を共有しましょう。合格する事は

うれしいものです。社内コミュニティ

での合格の共有をしましょう。

• 合格するとCredlyが運営するAcclaim向

けのデジタル証明書バッジが提供され

ます。バッジはSNSのシェア、Linkedin

などのジョブサイトに登録する事がで

きます。
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